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「骨粗鬆症」治療薬と顎骨壊死について 
　　　特に、ビスフォスフォネート系薬剤について
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　骨は人間の体を支える最も大事な器官です。骨は常に骨吸
収（古い骨を破壊する）と骨形成（新しく骨をつくる）をく
りかえし、バランスよく生きています。�¢
$���<�£ ところがこ
のバランスが崩れると、骨の強さと柔軟さが失われ、骨がス
カスカになる「骨粗鬆症」になってしまいます。�¢
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「骨粗鬆症」（こつそしょうしょう）とは？

骨粗鬆症の治療薬： 
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 腸管からのカルシウムの吸収を促
進し、体内のカルシウム量を増や
す薬： �Æ
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 � �骨吸収を抑制する薬： 	• 
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　 骨粗鬆症患者に対しては、侵襲的歯科治療
（抜歯など）を行うことについて、投与期間
が３年未満で、他に発症に関わる危険因子（リ
スクファクター）がない場合は、BP系薬剤の
休薬は原則として不要であり、適切な口腔管
理を行った後に侵襲的歯科治療を行っても差
し支えないと考えられています。　 
　 投与期間が３年以上、あるいは３年未満で
もリスクファクターがある場合には判断が難
しく、処方医と歯科医で主疾患の状況と侵襲
的歯科治療の必要性を踏まえた対応を検討す
る必要があります。 
　 休薬が可能な場合、その期間が長いほど顎
骨壊死の発生頻度が低くなる、との報告があ
り、休薬期間は３ヶ月程度が望ましいとされ
ています。
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a剤は、経口製剤（錠剤、ゼリー）のほかに注射用製剤（静注、点滴静脈注射）なども開発され
ています。 
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図 上：左側下顎犬歯・小臼歯部に骨の露出
が認められます。

図 上：左側下顎犬歯から小臼歯部にかけて骨吸収像（▶）が認め
られます。さらに、左側前歯部の歯槽硬線の肥厚像（→）があ
り、同部位の歯に自然脱落の可能性があります。

その予防策や対応策について関連学会、専門医から構成される検討委員会において統一的見解が提言されています。
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